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全国学力学習状況調査

岐南中 岐阜県 全国

選択式 46.2 58.8 55.4

短答式 35.7 44.7 42.4

記述式 39.2 46.2 42.3

証明を振り返り，新たな性質
を見出すこと

発展的に考えて証明すること

発展的に考え，新たに見い
だした事柄を説明すること



レディネステストより

何を問われているのか理解できない

約3分の１の生徒は
問題の把握が
できていない!!

32％



校内アンケート調査

１．図形の学習は得意ですか？（4段階評価）

２．１のように選んだ理由を教えて下さい。

３．図形の学習で「面白い」「楽しい」と思った場

面を教えてください。



校内アンケートの結果

13%

28%

36%

23%

質問①に対する解答の割合

とても得意

得意

苦手

とても苦手

→苦手と感じている生徒が圧倒的に多い



生徒の実態の分析結果

問題として与えられた条件から，図形の
性質をイメージすることが困難

ある条件のもとで図形が変わると，成り
立つ事柄を見出すことが困難



シミュレーションソフトを使うメリット

・複数の場面を瞬時に作り出すことができ

る。

・図形を静止画としてではなく，動かしなが

ら示すことができる。

・図形が変化していく様子を捉えやすい。

→条件の変化を視覚的に示すことが

できる。



研究仮説

問題提示や課題追究の場面
で，シミュレーションソフトを活用
すれば，図形が変化する様子を
捉え，図形を考察し，性質や関
係を見いだす力を身に付けるこ
とができる。



研究内容

１ 導入場面におけるシミュレー
ションソフトの効果的な活用

２ 課題追究におけるシミュレー
ションソフトの効果的な活用



＜事例①－１＞



＜事例①－２＞



＜事例①－３＞
円周角の大きさは

同じだろう

円の大きさを変えても
同じかな



＜事例②－１＞



＜事例②－２＞

円周上以外にも，角の
大きさが円周角と同じ
になる場所がある

６４％

円周上以外には，角の
大きさが円周角と同じ
になる場所はない

３６％



＜事例②－３＞

円の大きさを変
えたらどうなる
のかな？



＜事例②－４＞



＜成果と課題①＞

岐南中 岐阜県 全国 検証

選択式 46.2 58.8 55.4 53.3

短答式 35.7 44.7 42.4 68.3

記述式 39.2 46.2 42.3 42.5

＋7.1pt

＋3.3pt

＋32.6pt



＜成果と課題②＞



＜成果と課題③＞

・どの場面でシミュレーションを活用していく事

が効果的なのか。

・導入場面や課題追究だけではなく，授業の終

末の活動にも活用できないかを考えていく。

・授業展開に合わせたソフトの開発



＜岐阜県中数研ＣＰ委員会＞



学習ソフト



＜岐阜県中数研ＣＰ委員会＞



Geo Math Room



＜岐阜県中数研ＣＰ委員会＞



ご清聴ありがとうございました


